
JEITA 2026 「技術セミナー」開催のご案内 関西電IT26－００３号
２０２6年8月３日

(一社)電子情報技術産業協会 関西支部
関西IT･ものづくり技術委員会

委員長 吉井 直人

AI時代を支える技術基盤の展望
― 日本の勝ち筋AIを支える「作る・動かす・活かす」技術の最前線－

Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ S ｅｍｉｎａｒ２０２６

生成AIの急速な進展により、AIは対話や情報生成にとどまらず、自律的に判断・実行し、現実世界

にも作用する技術へと展開しつつあります。特に、製造業をはじめとする日本の強みを生かせる

エッジAIは、今後の競争力を支える重要な技術として期待されています。

こうした中、JEITAでは、AIを支えるソフトウェア、コンピューティング基盤、データ活用の最新動

向を幅広く俯瞰する「技術セミナー」を開催いたします。

多数のご参加をお待ちしております。

記

日 時 2026年９月11日(金) １３：００～１６：３０

場 所 うめだＭホール 大阪市北区梅田3-4-５ 毎日新聞ビルB1F

  （Zoom Webinarsによるハイブリッド開催）

主 催 (一社)電子情報技術産業協会 関西支部

 関西IT･ものづくり技術委員会/運営部会

プログラム

 講演１ 「 AIソフトウェアエンジニアリング 」

～ AIシステムのエンジニアリングおよびAIエージェントによる自動化 ～

早稲田大学グローバルソフトウェアエンジニアリング研究所所長・教授 鷲崎 弘宜 氏

講演２ 「 日本の競争力はAI導入が鍵 」

～ AIソフトウエアとAIハードウエアで差別化は企業競争力そのもの ～

テンストレントジャパン株式会社 代表取締役社長  中野 守 氏

講演３ 「 AI時代の産業データ基盤と社会実装（仮題） 」

(独) 情報処理推進機構(IPA) デジタル基盤センターよりご登壇予定（登壇者調整中）

定 員 会場５０名、オンライン５００名

   ※事前登録制（先着順）

参 加 費  無料

対 象 会員・非会員を問わずご参加いただけます

お申込み ①下記のＵＲＬにアクセスの上、セミナーフォームにご登録ください。

 JEITA 2026 技術セミナー <JEITA電子情報技術産業協会 関西支部>

  https://www.jeita.or.jp/form/custom/493/form

  ②8月27日(木)締切

 ③セミナー当日の接続ＵＲＬは、９月9日(水)までにご連絡します。

 ④キャンセルは、申込受付時の返信メール記載のＵＲＬよりお手続きください。

  ※ご記入の情報は、講師・主催メンバーのみに共有され、当セミナーの準備・運営に

 のみ使用します。

https://www.jeita.or.jp/form/custom/493/form


Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ S ｅｍｉｎａｒ２０２６

お問合せ
(一社)電子情報技術産業協会 関西支部 柴田・杉安
〒530-0001 大阪市北区梅田3-4-5
TEL 06-6544-6900 FAX 06-6455-6901
Eメール t-sugiyasu@jeita.or.jp(杉安)

Planning

日本の勝ち筋AIを「作る」「動かす」「活かす」の3層から捉え、技術基盤から社会実装を展望します。

学術
ソフトウェア工学

半導体
エッジAI

データ
社会実装

✓ 生成AI・LLMの進展がソフ
トウェア開発やシステム構築
に与える影響について、ソ
フトウェア工学の観点から
解説

✓ 生成AI・LLMの普及により
急速に重要性を増すAIコン
ピューティング基盤について、
AI半導体およびエッジコン
ピューティングの観点で解説

✓ AI時代におけるデータの社
会実装、産業データ活用と
デジタルアーキテクチャの
重要性について解説

Profile

鷲崎 弘宜 氏

早稲田大学グローバルソフトウェアエンジニアリング研究所所長

2003年早稲田大学大学院博士後期課程修了、博士（情報科学）

早稲田大学研究推進部副部長、国立情報学研究所客員教授、

株式会社エクスモーション 取締役、株式会社SI&C 顧問。

IoT・AI・DXリカレント教育プログラム 「スマートエスイー」事業責任者、

情報処理学会ソフトウェア工学研究会主査、ISO/IEC/JTC1 SC7/WG20 Convenor、

IEEE Computer Society 2025 President ほか歴任

中野 守 氏

テンストレントジャパン株式会社 代表取締役社長 （Tenstorrent Incの日本法人）

1984年三菱重工（株）横浜研究所に入社

1988年DEC日本法人でVAX、Alphaなどの技術サポートに従事。その後HPに吸収合併後、

HP APACのLinux/HPC分野のDirectorなどを歴任

2005年1月にスパコンの米国CRAYの日本法人社長に就任、気象庁や京都大などに大型ス

パコンを導入

2020年1月にCRAYがHPEに吸収合併となり、HPE本社のOEM事業の事業部長に就任

2023年1月テントレントジャパン（株）設立し社長就任

（登壇者調整中）

独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）デジタル基盤センター

IPA デジタルアーキテクチャ・デザインセンターが進めるOpen Data Spaces 構想や政策

としての産業データ活用とデジタルアーキテクチャの重要性とともに、AI時代に求められる

データ基盤、ガバナンス、産業横断連携、社会実装の方向性や展望をお話しいただく予定です

※講演テーマおよび登壇者の詳細は、決定次第ご案内いたします。
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